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RX210 グループ シリアルコミュニケーションインタフェース

(SCI) のトランスミットイネーブルビット (TE ビット) に関する

注意事項 
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1. 注意事項 

端子の機能を「TXDn」(n = 0～12) に設定した状態で、SCR.TEビットを“0”(シリアル送信動作を禁止) にすると、端子

の出力がハイインピーダンスになります。 

 

2. 対策 

以下のいずれかの方法により、TXDnラインがハイインピーダンスにならないようにしてください。 

(1) TXDnラインにプルアップ抵抗を接続する。 

(2) SCR.TEビットを“0”にする前に、端子の機能を「汎用入出力ポート、出力」に変更する。 

また、SCR.TEビットを“1”にしてから、端子の機能を「TXDn」に変更する。 

なお、SCR.TE ビットと SCR.TIE ビットの両方が“1”になると、TXI 割り込み要求が発生しますのでご注意くださ

い。 
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